
【様式３】

計画変更理由及び内容書

１．計画変更の理由及び内容

【受益の変更】

［受益面積］ （単位：ｈａ）

％

％

％

［地区面積］ （単位：ｈａ）

％

％

％

※地区面積（受益地のほか道路や水路などを含む面積）は区画整理の場合のみ記載

※受益面積、地区面積とも測量成果による面積の増減は除く

【事業量変更】 千円

（１） 純工事費 千円

・ 該当無し 千円

（２） 測量及び試験費 千円

① 調査費 千円

当初　30m（２箇所）　→変更　41.5m(３箇所)

（３） 用地買収及び補償費 千円

① 補償費 千円

・ 借地面積の増 A ＝ ㎡）

事業実施後の精査による増

除外 編入

田 ８３.９ ８３.９ - - - -

畑 - - - - - -

-

地目 変更前 変更後

基幹農道整備事業 （国事業名：農地整備事業　通作条件整備型）

伊師地区
（農業用道路）

地目 変更前 変更後 増△減 増減率

　本地区は、令和４年度に着工し、ライスセンターと各ほ場、各集落を結ぶ道路を整備することで集出荷
の効率化等を図るため農業用道路の工事を進めてきた。

　しかし、事業の実施にあたり、盛土材不足による土砂運搬の追加、排水路の断面変更や用地買収面
積の増などにより事業費が増となったことから計画変更の必要が生じた。

増△減 増減率
除外 編入

計 ８３.９ ８３.９ - - -

-

○○ -

○○

-

７,１３８

-

-

計 - - - - -

当初、橋台部２箇所のボーリング調査を想定していたが、橋脚部のボー
リング調査を1カ所追加を見込んだことによる事業費の増。

２,０４０

３,８００

４,６００

４,６００

２,０４０
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（５） 工事雑費 千円

・工事費の変更に伴う増

（６） 事務費 千円

・工事費の変更に伴う増

【工法の変更】 千円

（１） 純工事費 千円

① 道路工 千円

・ 道路路体の盛土に使用する土砂不足による土砂運搬の増

② 排水路工 千円

・

③ 橋梁工 千円

・

（２） 測量及び試験費 千円

・ 該当無し

（３） 用地買収及び補償費 千円

① 用地買収費 千円

・ 用地買収面積の増 （A＝ ㎡）

水路幅の拡幅及び田面差に伴う法面延長による用地買収面積の増

当初　8m　→変更　9.5m

当初　13,800㎡　→変更16,487㎡(2,687㎡増)

・ 買収単価の増

当地区と交差する都市計画道路の十王北通り線開通による、買収単価の増

当初　5,000円　→変更　6,920円

　

当初、河川片岸からの撤去を想定していたが、クレーンの作業
範囲の理由により、河川両岸からの撤去に変更となったことによ
る仮設工（仮設盛土工、敷鉄板工）の増。

１６９

３２９

-

２９,５４０

２９,５４０

２,６８７

８８,１６４

５２,４６８

１１,４１８

１４,３７０

２６,６８０

当初、道路側溝は長尺U字溝300×300で一定勾配を想定していた
が、排水流末との合流の兼ね合いにより、排水路の高さ調整が必要
になったことによる、排水路工の増。

名称 規格 施工延長

当初 変更

KUS300×300 1,730 662.8

KUS300×400 431.0

KUS300×500 198.4

KUS300×600 24.6

上蓋式U形側溝 300B 311.0

スリット型300×300 30.0

スリット型300×400 5.0

スリット型300×500 31.0

スリット型300×600 4.0

ヒューム管 B型1種φ300 31.0

塩ビ管 VU φ300 1.2

調整コンクリート F-18 26.0

1,730 1,730

横断側溝

計

長尺U字溝
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② 補償費 千円

・ 該当無し

（４） 換地費 千円

・ 該当無し

（５） 工事雑費 千円

・工事費の変更に伴う増

（６） 事務費 千円

・工事費の変更に伴う増

２．効用

上記の変更に伴い、各効果についても再計算し変更する。 （単位：千円）

３．総事業費

上記の変更及び自然増のため総事業費を変更する。 （単位：千円）

４．事業期間
区画整理の進捗に合わせて、完了を令和１２年度まで延長する。

年

-

-

２,０９０

４,０６６

　
効果項目

年総効果額 年総増加所得額

変更前 変更後

△ ５

営農に係る走行経費節減効果 １４,９２７ １４,１４７ △ ７８０ １４,９２７ １４,１４７ △ ７８０

増△減 変更前 変更後 増△減

維持管理費節減効果 △ １７７ △ １８２ △ ５ △ １７０ △ １７５

-

０

一般交通等経費節減効果 ７,７６５ １８,９９９ １１,２３４ -                -                

△ ７８５

変更前 変更後 増△減

総費用総便益比（投資効率） １.１２ １.２０ ０.０８

計 ２２,５１５ ３２,９６４ １０,４４９ １４,７５７ １３,９７２

変更前 変更後 増△減 備考

工事費 ３８１,４００ ５５６,０００ １７４,６００ （内自然増　85,951千円）

採択年度 着工年度
完了予定年度

増△減
変更前 変更後

事務費 ２８,６００ ４１,７００ １３,１００ （内自然増　6,446千円）

計 ４１０,０００ ５９７,７００ １８７,７００

４令和 ８ 年度 令和 １２ 年度令和 ４ 年度 令和 ４ 年度
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